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Zenken株式会社（Zenken Corporation）

          

投資家向け説明会資料

東証グロース（証券コード：7371）
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01 会社概要
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パーパス

マーケティング

「そこにない未来を創る」

海外人材

国内外に山積する社会課題に目を向け、

『マーケティング』と『海外人材』事業を通じてそれらの解決に尽力し、

持続可能な社会の送出に寄与します。
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※SEO（search engine optimization）：検索エンジンの検索結果ページで、ホームページが表示される順位を上げる手法

I

海 IT

スタート

教育学習
事業会社として創業

IT事業スタート

海外IT人材事業
スタート

1975
2000

2005
2018

2021
2022

集客メディアを
手掛ける
WEBマーケティング
事業を開始

「I T」×「語学」を
発展させ、
海外IT人材事業に着手

東証マザーズ
（現グロース市場）
上場

海外介護人材事業
を開始

「I T」×「語学」の
融合から SEO を軸と
した I T 事業に注力

語学教室展開・
学習教材の出版など 
生涯教育文化事業から
スタート

主力事業

時代の潮流をとらえた
事業の変遷

海外宿泊人材事業
を開始

2024
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上場時からの
業績・株価推移

コロナ禍での市場不安・IR活動の制約

コロナ禍での市場不安、IR活動の制約、業績低迷等の影響により、

株価浮上の機会が損なわれたまま推移

業績の回復、積極的なIR活動により株価向上を目指す

尚、配当性向40%程度を基準に今期は13円の配当予想

株
価
（
円
）

売
上
高
・
営
業
利
益
（
百
万
円
）

2021/06期 2022/06期 2023/06期 2024/06期

英会話スクール
事業の事業譲渡

サイシードの
全株式を譲渡

6,216

7,705

7,058

5,627

349
856

2,341

1,273

売上高 営業利益（単位：百万円） 株価推移



6

ポテンシャル

※2024年６月末時点

賃貸等不動産関係の時価情報

（百万円） 2024/６期末

固定資産簿価 7,628

固定資産時価 11,759

含み益 +4,131

   

  

  

    

    

    

    

     
   

      

      

      

                
        

        

       

  
       

  

       

    

       

     

      

   
   

   

              

     
     

     

新宿駅西口の好立地に不動産を2棟所有

不動産等のアセットを活用した企業価値向上

ポテンシャルは十分にあり
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事業ポートフォリオ構成

2024/6期
売上高

5,627
（百万円）

【主力事業】
マーケティングセグメント

67.8%【成長事業】
海外人材セグメント

23.9%

【安定基盤】
不動産セグメント

8.3%

その他

0.1%
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02各事業について
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セグメント

マーケティングマーケティング

セグメント
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主力事業：

WEBマーケティング事業

設計士と建てる家 鉄骨階段共有持分買取業者パーテーション工事膜天井 店舗の省エネ対策防音室のある家

ゼネコン就職 組み込みエンジニア採用クリーニング業界就職施工管理技士採用大阪のタクシードライバー採用

田園都市線の
タクシードライバー採用

経営支援税理士採用

カーラッピング 名古屋の高級時計店アスベスト健康被害人工芝業者コインパーキング経営 愛知の教諭就職幼児の発達障がい

私立大歯学部 鹿児島の高性能住宅

岩手の省エネ住宅 海外銀行口座開設

WEBディレクター採用離婚時の不動産
トラブル対策

専門メディアがないところに専門メディアを創る

他社が狙っていない“ニッチな市場” に対してアプローチ

あらゆる業種・業態で約8,000メディアを制作・運用！

介護・福祉
フランチャイズ イメージコンサルタント職の

認知啓蒙
都内の訪問看護師採用

WEBコンサルティング

営業採用

山口県の歯科スタッフ採用
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WEBマーケティング事業：

特徴
業界を問わずサイトを制作し、

検索上位に表示させるノウハウと人員

合計

専門性の高いメディアを制作、運用

合計1,469名

（2024年６月末時点）

外部ライター

1,314名

制作・運用 人員数

155名

内部ディレクター
（SEOコンバージョンのプロ集団）

AIに代替されにくい
コンテツ力で専門性
の高いメディア展開。

価値のあるサイトを
構築することにより、
Googleで上位表示を
可能にする

専門性の高い
メディア編集力

高度な
SEO分析・技術力
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WEBマーケティング事業：

注力戦略

BtoB（電機・機械等）業種の開拓に注力中

新しい技術や用語が毎月誕生。BtoB市場は拡大し続けている

約5,000キーワード＝

機械メーカ
ー

受託製造

設備設計

SaaS

コンサル

フランチャイズ

プレスブレーキ

メディア拡大余地市場

破砕機

アルマイト加工

切削加工

クリーンルーム施工

冷凍設備設計

1on1支援ツール

BIツール

AI開発コンサル

ホテルコンサル

ジムフランチャイズ

和食フランチャイズ

BtoB

顕在市場開拓余地

etc...

数百キーワード/ 年＝新規市場開拓余地

半導体

AGI

生成 AI 

マルチモーダル
 AI

IoT

DoT

RPA

デジタルツイン

FinTech

EDR

WAAP

MR

ローコード

IOWN 
構想

DevOps

コンポーザブル
ERP 

CCoE

LPWA 
HAPS



13

WEBマーケティング事業：

主な指標
全ジャンルに占めるBtoB割合は41.3%まで増加

１メディア当たりの単価は向上中

メディア種別の推移

87.9%

72.6%
65.0% 60.5% 58.7%

12.1%

27.4%
35.0% 39.5% 41.3%

2021年6期 2022年6期 2023年6期 2024年6期 2025年6期

1Q

BtoC BtoB

[年度推移]メディア件数および平均継続期間

（件）（件） （月）

1,320 1,310 

1,151 

970 962 

2021/6期 2022/6期 2023/6期 2024/6期 2025/6期

1Q

新規公開メディア件数 運用メディア件数 メディア平均継続期間

490 
414 

280 245 

67 

36.7 37.9
40.9 43.4 43.4
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BtoBの成長戦略

１顧客あたり単価の向上

契約顧客数の拡大

運用メディア
継続期間の長期化

WEBマーケティング事業：

BtoBの成長戦略

利益最大化を実現

未開拓のBtoBの開拓に注力

解約抑止のため運用チームを強化



15

03海外人材セグメント
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日本の人口減少を見据えて、

ITと介護の分野で海外人材の紹介事業を展開

成長事業として注力

海外人材事業

法人向け語学研修

海外留学斡旋

日本語教育

海外IT人材事業

海外介護人材事業

海外人材セグメント：

事業展開

参入

海外宿泊人材事業
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海外人材事業：
参入意義

2050年の

生産年齢人口見通し(※1)

労働需要に対し、不足する

2030年の労働供給量見通し(※2)

2023年国内で働く

外国人労働者数(※6)

少子高齢化の進行により減少

国内生産年齢人口

年々不足すると見込まれる

国内労働市場

今後拡大すると見込まれる

外国人の労働者

介護人材

57万人不足
(2040年) (※4)

IT人材

79万人不足
(2030年) (※3)

※1  内閣府（2022）「令和4年版高齢社会白書」より抜粋
※2  パーソル総合研究所「労働市場の未来推計2030」より抜粋
※3  経済産業省「IT人材需給に関する調査」（2019年3月）より抜粋
※4  ※「第９期介護保険事業計画に基づく介護職員の必要数について」より抜粋
※5  日本経済新聞「外国人材40年に97万人不足 前回推計の倍、獲得競争激化」より抜粋
※6厚生労働省「外国人雇用状況」の届出状況まとめ（令和5年10月末現在）」より抜粋

5,275万人 644万人不足 200万人突破
（過去最高）

人手不足が深刻なエンジニアと介護の分野へ海外人材を提供

労働力不足という社会課題の解決に貢献

外国人材
97万人不足

（2040年）※5
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海外IT人材事業
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人材不足の課題解決の手法：
インド人エンジニア人材紹介に注力 インドはICT教育を受けた大卒者数が多く

人材の層が厚い

※1 経済産業省「IT人材需給に関する調査」（2019年3月）より抜粋
※2 厚労省、インド教育省発表の All India Survey on Higher Education (AISHE) 2020-2021より抜粋
※3 Itmedia https://www.itmedia.co.jp/news/articles/2212/13/news106.htmlより抜粋

136万人

最大79万人不足見通し
エンジニア採用はより困難に

増える人材に対して、
求人が圧倒的に足りない状況

日本 インド

53.7万人
(※2)

3.2万人

226万人

日本の

約16倍

日本の

約1.6倍

真逆の

状況

2030年に
不足するIT人材

(※1)

ICT教育を受けた
大卒者数

エンジニアの数
(※3)

https://www.itmedia.co.jp/news/articles/2212/13/news106.html
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エンジニア人材不足の

日本企業

海外IT人材需要サイド

インド・ベンガルールの上位工科系大学49校と提携し、

優秀な人材を企業に紹介

海外IT人材紹介：

ビジネスモデル

インド・ベンガロールの提携大学49校
でICT教育を受けた新卒の理系人材

インド・ベンガルールの提携大学でJAPANキャリアセンターを独自で運営

海外エンジニア人材供給サイド

①JAPANオリエンテーション：日本就職に興味を持ってもらうための活動
➁キャリア支援：日本就労や文化の理解を深め、採用～入社のミスマッチを減らすための活動

求人にエントリー

語学教育・
人材紹介

▼日本で活躍できる人財育成を育成するための取り組みを実施

求人掲載

・紹介手数料
・日本語教育料
・サポート料
・イベント料等



21

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026

内定者数の推移

88名

55名

102名

47名

79名

海外IT人材紹介：

足元の紹介実績

｛ｃ ｛ｃ ｛ｃ

新卒採用（ジャパンキャリアセンター）領域の実績（累計）

提携大学

49校

人材登録者数

約2.1万人

取引実績企業

197社

（2024年３月末時点）

内定人員

累計381人

インド・ベンガルールの上位大学の

エンジニア人材紹介は順調に発展

コロナ コロナ 入国制限解除

10名
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海外介護人材事業



23

市場環境
高齢化の加速で介護人材は直近で約25万人不足

処遇改善、生産性向上、人材確保

など総合的な取り組みが必要

※「第９期介護保険事業計画に基づく介護職員の必要数について」より抜粋
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特定技能の受入れ拡大

介護領域における特定技能人材の受入れ拡大 インド人材の受入れ余地は十分にあり

介護領域における特定技能の受入れ見込数を13.5万人へ

介護人材の供給源としてインドに注目

東京都など各自治体でも受入れ体制整備を強化

※「介護分野における特定技能の在留資格に係る制度の運用に関する方針」より抜粋
※各自治体HPより抜粋

順位 国
特定技能１号

在留外国人数

15歳～24歳の人口

（推定）

1位 インドネシア 9,760人 45,000,000人

2位 ベトナム 8,970人 14,000,000人

3位 ミャンマー 8,083人 8,000,000人

4位 フィリピン 4,092人 20,000,000人

…

11位 インド 194人 250,000,000人

…

総計 36,719人 -

2019~2023年度

受入れ見込数

2024~2028年度

受入れ見込数

6万人

13.5万人
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日本の介護施設

介護事業所

（自社でも運営）
インドの政府系機関やインド
ネシアの人材送出機関と提携

海外介護人材供給サイド 海外介護人材需要サイド

人材紹介から語学教育を含めた定着まで

Zenkenがフルサポート

海外介護人材事業：

ビジネスモデル

人材紹介+語学教育

介護施設に海外人材が入る前、入った後もワンストップでサポート

・紹介手数料
・日本語教育料
・サポート料
・管理手数料等

人材紹介

エントリー



26

海外介護人材事業：
サポート範囲

海外介護人材が長く日本で働くために

必要になる「介護福祉士」の資格取得もZenkenが支援

海外介護人材の多くは

日本への永住を希望

介護福祉士国家試験（日本語）

資格取得すれば

永続的に日本で就業可能

5年以内に合格しないと帰国

当社は、業界初の「5年間に亘る教育プログラム」を提供

5年以内に国家資格取得を実現できるサポートを実施

永住には5年以内に難関な

国家資格の取得が必要

合格
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海外介護人材事業：

第一興商との取り組み
インドを中心とした外国人の介護レクリエーション人材

の育成に向けた業務提携契約を2024年7月に締結

エルダーシステムを使って介護レクを実施している様子
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海外宿泊人材事業に参入
介護事業で培ったNSDCIとのネットワークを活かし、

日本の宿泊業界にインド人特定技能人材を

年間200名以上紹介予定

インドで日本語教育を受けている様子

旅行業大手の日本旅行と
宿泊人材向けの日本語教育
プログラムを共同開発

→日本旅行の取引先中心に販売予定



29

04 2025年６月期第１四半期決算

⚫連結決算ハイライト

⚫連結決算ハイライト【セグメント別】
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2025年6月期第1四半期 
連結決算ハイライト
（総括）【前年同期比】

⚫  前年同期比で売上高は▲60百万円の減収、営業利益は25百万円の増益

⚫ WEBマーケティング事業における運用メディア数の減少を主な要因として減収

⚫ 外注費を含めたコスト見直しにより増益

売上高

営業利益

営業利益率

実績 前年同期比 主な要因

1,330百万円

4.5%

59百万円

▲4.4%

75.3%

2.0pt

⚫ WEBマーケティング事業にお

いて新規公開メディア数が増加

したものの、前事業年度におけ

る運用メディア数の減少の影響

を受けた

⚫ 外注費を含め、全社的に各種コ

ストの見直しを実施

⚫ コスト見直しを進めたことで利

益率は改善
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⚫ 主力のマーケティングセグメントは、前年同期比で新規公開メディア数の増加による

制作費売上高が43百万円増加した一方で、前年度における運用メディア数の減少によ

る運用費売上高が100百万円減少した結果、減収。増益は外注費等の削減による効果

⚫ 成長事業として掲げる海外人材セグメントは販管費等のコスト削減効果により赤字幅

が縮小

2025年6月期第1四半期 
連結決算ハイライト
（セグメント別）【前年同期比】

966 
910 

176 227 
18.3%

24.9%

-17.5%

2.5%

22.5%

42.5%

62.5%

82.5%

(400)

100

600

1,100

1,600

2024/6期

1Q

2025/6期

1Q

売上高 営業利益 営業利益率

マーケティングセグメント
（百万円）

不動産セグメント
（百万円）

116 117 

80 82 

69.2% 70.6%

-17.5%

2.5%

22.5%

42.5%

62.5%

82.5%

(400)

100

600

1,100

1,600

2024/6期

1Q

2025/6期

1Q

売上高 営業利益 営業利益率

80

海外人材セグメント
（百万円）

309 303 

▲ 54
▲ 5

▲ 17.6% ▲ 1.6%
▲ 18.0%

2.0%

22.0%

42.0%

62.0%

82.0%

(400)

100

600

1,100

1,600

2024/6期

1Q

2025/6期

1Q

売上高 営業利益 営業利益率

82
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本日のまとめ

⚫主力事業での更なる成長可能性
• 未開拓のBtoB市場の獲得強化、単価向上、運用期間の長期化

⚫成長市場への参入と先行者優位の獲得
• インド、ベンガルールの大学との提携でIT人材の仕入れは順調

• 高齢化社会における人材不足を解消し、介護業界の未来を支える

⚫成長を支える強固な財務体質
• 自己資本比率85.6%

• 固定資産時価117億円に加え、現金及び同等物36億円

「そこにない未来を創る」

の実現に向けて取り組んで参ります
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LINE公式アカウント開設

「Zenken株式会社 IR News」LINE公式アカウント 友だち募集中！！

LINE公式アカウント「Zenken株式会社 IR News」を開設しました。

決算情報や各種開示などのIR情報を中心に情報をお届けします。

＜QRコードからの追加＞

スマートフォンのカメラで以下のQR コードを読み込む、もしくはLINEの「友だち追加」

画面から「QRコード」を選択し、以下のQR コードを読み込むと追加できます。
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（ご参考）友だち追加方法

１．[ホーム]＞[追加]＞[QRコード]をタップ
２．[QRコードリーダー]を開
き、[QRコード]を読み込む

３．相手のQRコードを読み込み、
[追加]をタップすると友だち登録完了

出所：LINEみんなの使い方ガイドより資料作成
https://guide.line.me/ja/friends-and-groups/add-qrurl.html
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以上、ご清聴ありがとうございました。
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